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Ⅰ 基 本 的 な 考 え 方  

 人 工 魚 礁 漁 場 の 造 成 規 模 を 決 定 す る に は 、 対 象 地 区

沿 岸 漁 業 誘 導 目 標 の 達 成 に 必 要 な 対 象 生 物 の 増 産 量 か

ら 検 討 す る こ と を 基 本 と す る 。  

そ の 際 、 魚 礁 漁 場 の 造 成 規 模 は 空 m 3 単 位 （ 原 単 位 ）

を 基 本 と し 、 対 象 魚 種 の 増 産 量 か ら 決 定 す る 。  

Ⅱ 留 意 事 項  

( 1 ) 魚 礁 原 単 位  

原 単 位 は 、 標 本 船 調 査 結 果 や 統 計 数 値 か ら の 試 算 に

よ る 方 法 が 望 ま し い 。 そ の た め 、 標 本 船 に よ る モ ニ タ

リ ン グ 継 続 的 に 行 な う 等 既 設 魚 礁 漁 場 の デ ー タ ― を 有

効 に 活 用 す る 。  

( 2 ) 造 成 規 模 の 算 出  

漁 場 の 目 標 増 産 量 ／ 魚 礁 空 m 3 当 り 増 産 量 ＝ 造 成 規

模 、 と す る 。  

( 3 ) 漁 場 面 積 、 漁 場 開 発 面 積  

魚 礁 は 設 置 し た 場 所 ば か り で な く 、 広 範 囲 に 影 響 を

及 ぼ す 影 響 範 囲 を 加 え た 、漁 場 開 発 面 積 が あ る 。ま た 、

魚 礁 を 設 置 す る 直 接 面 積 の 漁 場 面 積 が あ る 。 造 成 規 模

算 出 に あ た っ て は 、 空 m 3 単 位 の 造 成 規 模 で 明 示 す る

こ と を 基 本 と す る 。  

( 4 ) 費 用 便 益 分 析  

造 成 規 模 の 妥 当 性 の 判 断 に は 、費 用 対 分 析 を 用 い る 。

費 用 便 益 分 析 は 、 個 々 の 事 業 で 発 現 す る 貨 幣 化 が 可 能

な 効 果 を 計 測 し 、 事 業 に か か る 費 用 と 比 較 す る こ と に

よ り 規 模 の 経 済 的 妥 当 性 を 評 価 す る も の で あ る ．  

人 工 魚 礁 の 効 果 は ， 蝟 集 し た 魚 介 類 を 漁 獲 し た 生 産

量 の 増 加 効 果 で あ る ． 人 工 魚 礁 が も つ 増 殖 効 果 な ど 生

産 量 に 反 映 さ れ に く い 効 果 は 評 価 の 対 象 と な っ て い な

い 状 況 に あ る ．  




